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遠州大東方言かるたで遊ぶ 
中幼稚園の園児 
かるたは「大東方言研究会おたいらの会」が作成 

 



2016
かけがわ

展望
新・掛川市が誕生して10年。平成28年
度から10年間の「第2次掛川市総合計
画」がスタートします。
これまでの蓄積をもとに、掛川市は新
たなステージに進みます。
今年予定される事柄のいくつかを紹介
します。

１

２

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
仕
組
み
づ
く
り
か
ら
実
践
へ

　

現
在
、「
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
次
々
設
立
さ
れ
、
平
成
28
年
は
全
32
地

区
で
協
議
会
が
動
き
出
す
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
掛
川
市
自
治
基
本
条
例
」

や
「
掛
川
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
」
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
作

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

い
よ
い
よ
実
践
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
を
よ
く
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
？
子
ど
も
も
、
若
者
も
、

お
年
寄
り
も
・
・
・
、
地
域
を
一
番
知
る

住
民
が
、み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
、行
動
し
、

住
み
よ
い
地
域
と
な
っ
て
い
く
。

　

地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
ま
す
。

保
育
園
の
定
員
増
で
子
育
て
環
境
が
充
実

　

４
月
に
０
〜
２
歳
児
を
対
象
と
し
た
乳
児

保
育
園
（
大
池
）
が
開
所
、
ほ
か
に
も
保
育

施
設
を
充
実
し
、
合
計
で
定
員
が
１
６
２
人

増
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
29
年
春
の
開
設
を
目
指
し
、

保
育
所
２
園
の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。

子
育
て
に
最
適
な
住
宅
供
給
を

　

子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
っ
て
ど
ん
な
環

境
？
子
育
て
に
最
適
な
住
居
の
供
給
に
つ
な

げ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
。
さ

ら
に
建
築
士
、
不
動
産
業
者
、
子
育
て
世
代

の
市
民
な
ど
で
検
討
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
把
握
、

住
宅
の
供
給
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

子
育
て
情
報
サ
イ
ト
公
開
間
近

　

子
育
て
に
必
要
な
情
報
を
手
に
入
れ
、
育

児
不
安
を
軽
く
で
き
る
よ
う
な
情
報
サ
イ
ト

の
制
作
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
も
な
く
公
開

さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
本
物
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
文
化
と
積
極
的
に
親
し
み
、

感
性
や
創
造
力
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
小

中
学
生
な
ど
が
本
物
の
芸
術
に
触
れ
、
体
験

す
る
機
会
を
さ
ら
に
増
や
し
ま
す
。

子
ど
も
が
健
や
か
に

　
　
生
ま
れ
育
つ
ま
ち
に
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３

４

目
指
せ
！
生
涯
お
達
者
市
民

「
協
働
の
力
」で
つ
な
ぐ
地
域
の
健
康
づ
く
り

い
よ
い
よ
始
ま
る

か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ

　

昨
年
、
地
域
健
康
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
く
し
あ
」
の
取
り
組
み
が
「
第
４
回

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
厚
生

労
働
大
臣
優
秀
賞
」
を
受
賞
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

最
期
ま
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
体
制
」

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
を
の
ば
し
「
お
達
者

度
県
下
一
」
を
目
指
す
、
か
け
が
わ
「
生

涯
お
達
者
市
民
」
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
健
康
長
寿
に
効
果

的
な
食
事
・
運
動
・
社
会
参
加
を
推
進
し

ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
29
年
に
開
催
さ
れ
る
「
か
け
が
わ

茶
エ
ン
ナ
ー
レ
」。
茶
文
化
創
造
千
日
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
こ
れ
ま
で
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
２
月
12
日
開

催
予
定
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
い

よ
い
よ
形
を
現
し
ま
す
。

　

現
在
活
躍
中
の
作
家
に
よ
る
作
品
展
示
、

茶
器
や
料
理
の
創
作
の
お
茶
関
連
事
業
、

市
民
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
、
観
光
お
も

て
な
し
の
充
実
ま
で
、
お
茶
や
芸
術
に
触

れ
る
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
始
ま
り
ま
す
。

　

ア
ー
ト
作
品
を
見
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

を
使
っ
て
味
わ
う
体
験
へ
、
ま
ず
は
純
粋

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ほかにもあるよ
今年予定されるあれこれ
■森林果樹公園に菓子工房が完成
　現在、森林果樹公園で建設が進む菓子
工房。これは「株式会社たこ満」が「森
林果樹公園の活性化と収穫果樹の利活用
促進事業」により進めているものです。
完成後は果樹公園で収穫された果樹を使
ったスイーツの販売や、お菓子作りの体
験ができる施設となります。オープンは
３月の予定です。

■中央消防署が完成
　平成 26 年から建設を進めてきた中央消
防署は、この春、関連工事などを終え、
本運用が開始されます。東日本大震災の
教訓を活かした庁舎の完成により、市民
の安心・安全を守る体制が充実します。

今
年
も

　

よ
ろ
し
く
ね

掛川市　茶のみやきんじろう©

合
併
10
周
年
を
迎
え
、
今
年

は
施
設
の
建
設
で
な
く
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
充
実
し
た
人
生

を
送
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
、
掛
川
市
の
未
来
を
見
据
え

た
施
策
が
並
び
ま
し
た
。

今
年
も
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
動
き
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

紹
介
し
て
参
り
ま
す
の
で
、「
広

報
か
け
が
わ
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

2016　KAKEGAWA

お茶の足湯につかり、お
茶とお菓子をいただきな
がらアートを語る
中村ケンゴガイドツアー

（2015/2/7）
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※土・日曜日は除きます。 
 
 

2月16日 ～3月15日  
火 火 

平成27年分の申告の時期になりました。 

申告会場は大変混雑します。自宅のパソコンで電子申告の

できる「e-Tax」を活用し、申告することをお勧めしてい

ます。また、自分で申告書を作成される方は、郵送での提

出をお願いします。 

イータックス  

【申告に関する問い合わせ先】 

所得税：掛川税務署　個人課税第一部門（　22-5144） 

市県民税：掛川市役所　市税課市民税係（　21-1136） 

市
県
民
税
 

申
告
が
必
要
な
方
 

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
 

所
得
の
な
か
っ
た
方
 

申
告
で
持
参
す
る
物
 

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
在
住

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告

が
必
要
で
す
。
 

①
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
や
、
地
代
、
家
賃
、
利
子
、
配

当
、
そ
の
他
所
得
が
あ
る
方
 

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

る
方
（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
る
と
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）
 

③
日
雇
者
な
ど
で
、
給
与
支
払
報
告
書
を
事

業
所
か
ら
市
へ
提
出
し
て
い
な
い
方
 

④
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
、
雑
損
控

除
や
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な

ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
 

  
①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方
 

②
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
の
事
業
所
か

ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し

て
い
る
方
 

③
年
金
所
得
だ
け
で
、
年
金
の
支
払
者
か
ら

市
役
所
へ
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
を
提

出
し
て
い
る
方
 

  申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
を

さ
れ
な
い
と
所
得
の
有
無
が
確
認
で
き
ず
、

各
種
証
明
書
発
行
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
や
児
童
扶

養
手
当
な
ど
の
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
書
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

  
①
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）
 

②
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
年
金
所
得
者
）
 

③
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

得
者
）
※
事
業
用
固
定
資
産
の
税
額
は
納

税
通
知
書
の
課
税
明
細
書
で
確
認
 

④
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書
（
国
民
年
金
掛

金
・
生
命
保
険
料
控
除
や
地
震
保
険
料
控

除
、
ま
た
は
旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
の

あ
る
方
）
※
無
く
し
た
場
合
は
、
掛
川
年

金
事
務
所
や
加
入
先
の
保
険
会
社
な
ど
で

再
発
行
が
可
能
 

⑤
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
年
間
支
払
額
 

　
（
1
〜
12
月
支
払
分
）
が
わ
か
る
も
の
 

・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
の
支
払
額
（
1
月
中

に
市
役
所
か
ら
通
知
）
 

・
農
業
者
年
金
掛
金
（
農
業
者
年
金
基
金
で

確
認
）
 

・
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
（
商
工
会
議
所
な

ど
で
確
認
）
 

⑥
扶
養
親
族
の
氏
名
・
続
柄
・
生
年
月
日
・

別
居
の
場
合
は
住
所
が
わ
か
る
も
の
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自
書
申
告
は
毎
日
受
け
付
け
 

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
書
B
（
営
業
、
 

 
農
業
、
不
動
産
な
ど
）
の
申
告
を
 

 
す
る
方
は
次
の
申
告
会
場
へ
 

⑦
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
 

　
（
配
偶
者
特
別
控
除
の
あ
る
方
）
 

⑧
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
の
内
訳
書
　
 

　
（
該
当
の
あ
る
方
）
 

⑨
医
療
費
の
領
収
書
（
医
療
費
控
除
を
申
告

す
る
方
）
 

⑩
申
告
者
本
人
名
義
の
銀
行
口
座
（
銀
行
・

支
店
名
・
口
座
番
号
）
が
わ
か
る
も
の
（
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
方
）
 

  自
書
申
告
で
提
出
す
る
だ
け
の
方
は
、
受

付
対
象
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
受
付
期
間

中
は
毎
日
受
け
付
け
ま
す
。
 

    
○
J
A
掛
川
市
茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
税
務

署
確
定
申
告
会
場
、
ま
た
は
税
理
士
に
よ

る
無
料
税
務
相
談
所
 

○
掛
川
市
役
所
大
東
支
所
の
e
‐
T
a
x
会

場
（
税
務
署
が
設
置
す
る
パ
ソ
コ
ン
へ
入

力
し
て
、
電
子
申
告
し
ま
す
）
 

※
各
会
場
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
 

  
◎
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
領
収
書
が
必

要
で
す
。
 

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種
、
人

間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
は
、
治
療
行
為
で

は
な
い
た
め
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
 

◎
寝
た
き
り
の
方
の
お
む
つ
費
用
の
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
領
収
書
の
ほ
か
、
医
師

が
作
成
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。
 

　
な
お
、
2
年
目
以
降
引
き
続
き
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
高
齢
者
支
援
課
（
 
21
‐

1
1
4
2
）
が
発
行
す
る
主
治
医
意
見
書

の
内
容
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
 

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

 

◆
医
療
費
控
除
の
注
意
点
 

1 

2 青色申告 

3 公共事業以外の土地・家屋の譲渡 

4 株式などの譲渡 

5  

6 贈与税・相続税の申告 

7 消費税の申告 

8 仕送り証明を必要とする申告 

 

 

 

 

【受付時間】 
 市役所・大須賀支所 ： 午前8時30分～11時、午後1時～4時 
 大東支所 ： 午前9時～11時、午後1時～4時 
 ※土・日曜日はお休み。平日の正午～午後1時は昼休み。 
 ※混雑状況で早めに終了する場合があります。 
 

市県民税　申告相談日程  
 

市役所で受け付けできないもの 

申告受付日 

 

掛川区域 大東区域 大須賀区域 

市役所 
2階テラス 

大東支所 
2階会議室 

大須賀支所 
1階多目的室 

2
月
 

 

3
月
 

 

 16 火 上内田地区 中地区 大須賀第一地区 

 17 水 西郷地区 佐束地区 大須賀第二地区 

 18 木 掛川第1～第5地区　 土方地区 大須賀第三地区 

 19 金 掛川第1～第5地区 大坂地区 大渕地区 

 22 月 　 睦浜地区  

 23 火 西山口・東山口地区 千浜地区 大渕地区 

 24 水 南郷・西南郷地区 千浜地区 大須賀第三地区 

 25 木 　 睦浜地区　 大須賀第二地区 

 26 金 倉真地区 大坂地区 大須賀第一地区 

 29 月 粟本地区 土方地区　 

 

日坂・東山・ 
原田・原泉地区 

地区指定日に 
都合の悪い方 

地区指定日に 
都合の悪い方 

地区指定日に 
都合の悪い方 

地区指定日に 
都合の悪い方 

地区指定日に 
都合の悪い方 

地区指定日に 
都合の悪い方 

地区指定日に 
都合の悪い方 

 1 火 曽我・和田岡地区 佐束地区 

 2 水 城北地区 中地区 

 3 木  

 4 金 原谷・桜木地区 

 7 月 桜木地区 

 8 火 

 9 水 

 10 木 

 11 金 

 14 月 

 15 火 

 

大須賀支所会場
は3月1日（火） 
まで。それ以降は、
市役所または大東
支所会場へお越
しください。 

確定申告書B 
（事業所得・不動産所得など） 
 

住宅借入金控除、住宅耐震改修特
別控除、住宅特定改修特別税額控
除、認定長期優良住宅新築等特別
税額控除を受ける申告（全て） 

上記1～8までの申告は、必要書類をそろえて、
税務署の申告会場（千羽のJA掛川市茶業研
修センター）でお願いします。 
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所
得
税
 〜
掛
川
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜
 

 
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
 

贈
与
税
お
よ
び
消
費
税
、地
方
消
費
税（
個
人
） 

   

平
成
27
年
分
 

 
申
告
・
納
税
の
期
限
 

申
告
会
場
 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
必
要
な
書
類
 

年
金
所
得
者
の
持
ち
物
 

 復
興
特
別
所
得
税
欄
を
お
忘
れ
な
く
 

 

JA掛川市 
茶業研修センター 

掛川バイパス 千羽I.C.

国道1号 千羽交差点 

至静岡 至浜松 

東部工業団地 
エコポリス 

　JA掛川市 
●緑茶加工施設 

■
所
得
税
に
関
す
る
書
類
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
郵
送
に
よ
る
申
告
書
送
付
先
 

　
　
〒
4
3
6
‐
8
6
5
2
　
掛
川
税
務
署（
住
所
地
記
載
不
要
） 

　
確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談
（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
 

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
、
贈
与
税
）
 

　
　
掛
川
税
務
署（
　
22
‐
5
1
4
1
）の
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

   

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
期

限
と
振
替
日
 

申
告
期
限
　
3
月
15
日
（火）
 

納
税
期
限
　
3
月
15
日
（火）
 

振

替

日
　
4
月
20
日
（水）
 

　
※
贈
与
税
の
振
替
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
 

◆
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
）

の
期
限
と
振
替
日
 

申
告
期
限
　
3
月
31
日
（木）
 

納
税
期
限
　
3
月
31
日
（木）
 

振

替

日
　
4
月
25
日
（月）
 

  J
A
掛
川
市
 

　
茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー
 

（
住
所
　
千
羽
6
0
9
‐
1
　
下
記
地
図
）
 

 申
告
内
容
・
開
設
状
況
は
次
の
と
お
り
。
 

◆
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
「
医
療
費
控
除
」

「
年
金
所
得
者
」
な
ど
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
申
告
や
贈
与
税

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

期
間
　
2
月
8
日
（月）
〜
15
日
（月）
 

時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
、
贈
与
税
の
申
告

を
受
け
付
け
ま
す
。
 

　
期
間
　
2
月
16
日
（火）
〜
3
月
15
日
（火）
 

　
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
お
休
み
で
す
。
 

※
な
る
べ
く
午
後
4
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
 

※
2
月
16
日
（火）
〜
3
月
15
日
（火）
の
期
間
、
掛

川
税
務
署
で
は
申
告
書
の
提
出
を
受
け
付

け
ま
す
が
、
税
務
署
内
に
確
定
申
告
会
場

を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
 

  
①
給
与
の
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者
）
 

②
住
民
票
の
写
し
（
市
交
付
の
原
本
）
 

③
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
務
局
か
ら

交
付
を
受
け
た
原
本
）
 

④
売
買
契
約
書
や
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し

（
収
入
印
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
個
所
の
写

し
も
必
要
）
 

⑤
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書
（
金
融
機
関
な
ど
か
ら
交
付
を

受
け
た
原
本
）
 

⑥
国
・
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金
な
ど
を
受

け
た
場
合
、
そ
の
額
の
わ
か
る
書
類
 

⑦
借
入
金
で
家
屋
と
そ
の
家
屋
の
敷
地
を
併

せ
て
取
得
し
た
方
 

　
・
敷
地
の
登
記
事
項
証
明
書
（
原
本
）
 

　
・
敷
地
の
売
買
契
約
書
（
写
）
 

　
・
敷
地
に
係
る
借
入
の
年
末
残
高
証
明
書
 

⑧
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）
 

⑨
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
 

　
・
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
通

　
知
書
の
写
し
 

　
・
住
宅
用
家
屋
証
明
書
（
写
）
ま
た
は
認

　
定
長
期
優
良
住
宅
建
築
証
明
書
 

※
認
定
長
期
優
良
住
宅
や
認
定
低
炭
素
住
宅

の
新
築
・
購
入
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
改
修

工
事
な
ど
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
な
く
て
も
、

所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

  　
「
復
興
特
別
所
得
税
欄
」
の
記
入
の
し
忘

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

  ①
平
成
27
年
分
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
 

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
平
成
27
年
分
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
 

③
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険

料
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払
金
額

が
わ
か
る
も
の
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年
金
所
得
者
の
手
続
き
簡
素
化
 

対象　所得税および復興所得税、

　　消費税および地方消費税 

とき　2月16日(火)～19日(金)、　

　　22日(月)～26日(金) 

　　　午前9時～正午、午後1時～ 

　　　3時30分 

　　　※混雑状況で早めに終了　　

　　する場合があります。 

場所　JA掛川市茶業研修センター(千羽609-1) 

 

※次に該当する場合はJA掛川茶業研修センター（千羽） 

　の確定申告会場でご相談ください。 

○譲渡所得のある方や贈与税の申告をする方 

○消費税および地方消費税、または事業所得のある方などで、

計算が複雑などで相談時間が長引く場合 

○青色申告特別控除65万円を受けようとする方（貸借対照表が

既に作成されている方を除く） 

税理士による無料税務相談 
～確定申告書の作成・受理～ 

 

確定申告は便利な 
「e － T a x」で 

 
 

イ ー タ ッ ク ス 

　国税庁ホームページ「確定申告書作成コー

ナー」から確定申告をすることができます。 

e－Taxは便利でメリットいろいろ！ 
・源泉徴収票や医療費控除の領収書など、添

付書類を省略できる（省略した添付書類は、

確定申告期限から5年間保存） 

・通常5週間ほどかかる還付金の受取期間が、

3週間ほどに短縮されスピーディー 

・納税証明書の交付手数料が安価。1税目1年

度通常400円が、370円に 

個人番号カードは取得に時間を要します 
e－Taxを利用する際は、申告書データなど

に電子署名ができる電子証明書付きの「個人番号

カード」、もしくは電子証明書の有効期限が切れ

ていない住民基本台帳カードが必要になります。

現在、個人番号カードの申請（8ページ参照）が

集中し、発行が間に合わない恐れがありますので、

ご注意ください。 

　また、電子署名には別途「ICカードリーダ

ライタ」が必要になりますが、住民基本台帳カー

ドで使っていたものを、そのまま個人番号カード

にも使用できます。 

住民基本台帳カード・個人番号カードに関す

るお問い合わせは市民課（　21-1141）まで。 

国税庁 検索 

 

 

④
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
・
地
震
保
険
料

控
除
証
明
書
 

⑤
申
告
者
本
人
名
義
の
銀
行
口
座
（
銀
行
・

支
店
名
・
口
座
番
号
）
が
わ
か
る
も
の
 

⑥
昨
年
以
前
に
税
務
署
の
申
告
会
場
な
ど
で

電
子
申
告
を
利
用
し
た
方
は
、
利
用
者
識

別
番
号
の
通
知
書
（
申
告
会
場
を
利
用
し

た
方
は
、
会
場
で
交
付
さ
れ
た
緑
色
の
封

筒
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
 

  
そ
の
年
に
お
い
て
、
公
的
年
金
に
係
る
雑

所
得
の
あ
る
方
で
、
公
的
年
金
の
収
入
額
が

4
0
0
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な

ど
の
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
の
方
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
（
た

だ
し
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
）
で
す
。
 

 

納
税
は
、
安
心
・
便
利
な
 

振
替
納
税
が
お
勧
め
で
す
 

 所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税

は
安
全
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」
が

お
勧
め
で
す
。
 

振
替
納
税
は
、
期
限
ま
で
に
申
告

書
と
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
し
た
場
合
に

利
用
で
き
ま
す
。

一
度
手
続
き
を

す
れ
ば
、
継
続

し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。
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11
〜
12
月
に
か
け
て
全
世
帯
へ
書
留
で

郵
送
さ
れ
た
、
12
桁
の
個
人
番
号
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
カ
ー
ド
の
封
筒
の
中
に
、

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
の
ご
案
内
、
②
個
人
番

号
カ
ー
ド
申
請
書
の
返
信
用
封
筒
、
③
通

知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
（
交
付
申

請
書
）
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

個
人
番
号
と
本
人
確
認
が
で
き
る
顔
写

真
が
付
い
た
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
取

得
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

初
回
の
発
行
は
無
料
で
す
が
、
紛
失
な
ど

で
再
発
行
す
る
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。
 

   ■
郵
送
に
よ
る
申
請
 

切
り
取
り
線
内
の
申
請
書
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
顔
写
真
を
貼
っ
て
、
通
知
カ
ー

ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
封
筒
に
入

れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
申
請
 

最
初
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で

顔
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。
 

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る
交
付

申
請
書
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

申
請
用
W
E
B
サ
イ
ト
の
画
面
の
指
示
に

従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
上
で
、
顔
写
真
を
添
付
し
て
送
信
し

て
く
だ
さ
い
（
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
請
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
）
。
 

  　
 申

請
し
た
カ
ー
ド
は
、
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
（
J
‐
L
I
S
）
で

作
成
さ
れ
、
市
役
所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
 

カ
ー
ド
交
付
の
準
備
が
整
っ
た
旨
の
「
交

付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
」
が
届
い
た
ら
、

必
要
な
書
類
を
持
っ
て
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ

れ
た
交
付
場
所
（
本
庁
ま
た
は
各
支
所
）

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 
  窓

口
で
本
人
確
認
を
行
い
、
カ
ー
ド
の

暗
証
番
号
を
入
力
・
設
定
し
ま
す
。
番
号

設
定
の
終
了
後
、
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。
 

暗
証
番
号
は
、
カ
ー
ド
本
体
用
が
4
ケ

タ
の
数
字
、
電
子
証
明
用
（
e
‐
T
a
x
）

が
6
〜
16
ケ
タ
の
英
数
字
で
設
定
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
決
め
て
お
く

と
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
 

身
分
証
明
書
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
を
利
用
す
る
方
は
 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
が
必
要
で
す
 

  

市民課（　21-1141） 
 

1

申
請
す
る
 

3

カ
ー
ド
を
交
付
 

 

2

交
付
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）が
届
く
 

　　  項目 通知カード 個人番号カード 

入手方法 全世帯へ郵送 申請が必要 

個人番号確認 ○ できる ○ できる 

本人確認用の身 
分証明書として × 使えない ○ 使える 

コンビニ交付 × できない ○ できる 

電子証明(e-Tax) × できない ○ できる 

有効期限　 なし あり 

 

 

通知カードと個人番号カードの違い 
 

マイナンバーキャラクター 

マイナちゃん 
 

書留で全世帯へ届けられた 

封筒には、下記書類が同封 

されています 

 ① 

② 

③ 

通
知
カ
ー
ド
 

 

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
 

 

いずれかの方法で 
申請できます 
 

■二次元コードを読
み込みスマートフォ
ンから、もしくは
Webサイトから申請 

■同封の返信用
封筒に顔写真を
貼った申請書を
入れて投函 

マイナンバーの確認
だけなら申請の必要
はありません。通知
カードを大切に保管
してください。 
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掛川市がんばれふるさと寄附金 
 

地震・津波対策への 
寄附金をお願いします 
 企画調整課（　21-1127） 

 
 市民 

団体 企業 

国 

地震・津波対策の実施 

静
岡
県 

掛川市 

地震・津波対策 
整備基金 平

成
25
年
6
月
27
日
に
発
表
さ
れ
た
静

岡
県
第
4
次
被
害
想
定
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
沿
い
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

市
内
で
約
8
0
0
人
の
方
が
亡
く
な
り
、

建
物
の
40
％
に
あ
た
る
約
2
万
1
0
0
0

棟
が
全
壊
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

市
は
、
地
震
・
津
波
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ

を
目
指
し
た
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

全
市
的
に
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
平

成
25
年
10
月
か
ら
市
民
、
自
治
会
、
企
業
・

団
体
と
連
携
し
て
募
金
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
 

目
標
額
は
平
成
30
年
3
月
末
ま
で
の
5

年
間
で
3
億
円
。
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
、
協
働
や
共
助
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
の
寄
附
金
で
す
。
 

み
な
さ
ん
、
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

  寄
附
金
は
「
地
震
・
津
波
対
策
整
備
基

金
」
に
積
み
立
て
、
国
や

県
の
補
助
金
な
ど
と
合
わ

せ
て
地
震
・
津
波
対
策
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

定
め
た
防
災
対
策
や
津
波

対
策
施
設
の
整
備
資
金
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
下
記
の
よ

う
な
一
般
家
庭
の
防
災
対

策
や
海
岸
防
災
林
強
化
事
業
「
掛
川
モ
デ

ル
」
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
 

  市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
1
階
総
合

案
内
、
大
東
支
所
・
大
須
賀
支
所
に
備
え

て
あ
る
寄
附
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
、

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
、
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

  
■
納
付
書
払
い
＝
寄
附
申
込
書
を
受
領
後
、

企
画
調
整
課
か
ら
納
付
書
を
郵
送
し
ま

す
。
 

■
口
座
振
り
込
み
＝
寄
附
申
込
書
を
受
領

後
、
振
込
口
座
な
ど
を
郵
送
（
郵
送
以

外
の
方
法
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
）
。
振
込
手
数
料
は
、
寄
附

さ
れ
る
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
 

■
郵
便
局
か
ら
の
払
い
込
み
＝
寄
附
申
込

書
を
受
領
後
、
郵
便
局
払
込
取
扱
票
を

郵
送
し
ま
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。
 

■
現
金
書
留
＝
企
画
調
整
課
宛
て
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
料
な
ど
は
寄
附

さ
れ
る
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
 

■
窓
口
に
持
参
＝
市
役
所
5
階
東
側
、
企

画
調
整
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

目
標
額
は
5
年
間
で
3
億
円
 

 

寄
附
の
申
し
込
み
方
法
 

寄
附
金
の
払
い
込
み
方
法
 

寄
附
金
の
使
い
道
 

掛
川
市
役
所
企
画
調
整
課
 

　
〒
4
3
6-

8
6
5
0
　
長
谷
1-

1-

1
 

　
F
A
X
　
0
5
3
7-

2
1-

1
1
6
7
 

　kikaku@
city.kakegaw

a.shizuoka.jp 
  

防災ベッドや 
耐震シェルターの設置 
 

家具転倒防止の 
金具やベルトの取り付け 

海岸防災林の強化 
掛川モデルへの整備 

昭和56年5月以前に建設 
された木造住宅耐震化 
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大学と行政との連携モデルに 
市と常葉大学が包括連携協定を締結 

マレーシアで観光プロモーション 
静岡空港周辺8市町研究会が誘客活動 
 

企画調整課 
（　21-1127） 
 

商工観光課 
（　21-1149） 
 

地
方
創
生
に
若
者
の
活
力
が
必
要
不
可
欠
 

  

▲人力車の模擬会社「常葉組」も掛川城下で活躍中 
 
 
 

今
春
に
現
地
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
を
静
岡
に
招
へ
い
 

  

▲現地旅行会社で静岡の魅力を売り込む研究会メンバーら 
　　　　　　　　（マレーシア・クアラルンプール市にて） 
 

市
は
11
月
13
日
、
常
葉
大
学

（
西
頭
　
三
学
長
）
と
地
域
創
生

の
推
進
に
向
け
た
「
包
括
連
携
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

市
が
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
市
と
大
学
は
研
修

会
へ
の
講
師
派
遣
を
は
じ
め
、
食

育
や
子
育
て
な
ど
の
分
野
で
も
連

携
を
し
て
き
ま
し
た
。
市
は
10
月

に
策
定
し
た
「
地
域
創
生
総
合
戦

略
」
を
進
め
る
た
め
、
学
生
の
力

や
大
学
の
研
究
成
果
な
ど
を
地
域

活
性
化
や
子
育
て
支
援
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
多
分
野
で
包

括
的
に
取
り
込
み
活
用
。
具

体
的
に
は
、
教
育
学
部
と
教

育
委
員
会
と
の
協
働
に
よ
る

放
課
後
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

研
究
や
健
康
栄
養
学
科
と
協

働
し
て
食
育
教
育
講
座
の
開

設
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の

運
営
参
加
な
ど
の
取
り
組
み

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
 

今
後
は
連
携
推
進
会
議
を

設
置
し
、
各
種
取
り
組
み
に

つ
い
て
幅
広
い
人
材
を
集
め

協
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

協
定
を
締
結
し
た
松
井
市

長
は
「
活
性
化
に
は
若
い
人
の
参

画
が
必
要
。
地
方
創
生
の
大
学
と

行
政
と
の
連
携
モ
デ
ル
に
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
」
と
、
意
気
込
み

を
示
し
ま
し
た
。
 

西
頭
学
長
は
、
大
学
の
理
念
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
地
域
貢
献
」
を

例
に
、
「
学
生
の
90
％
が
県
内
出

身
。
地
域
で
経
験
を
積
ん
だ
学
生

が
卒
業
後
に
地
域
貢
献
で
き
る
最

高
の
包
括
連
携
。
地
域
を
活
性
化

で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
 

 

富
士
山
静
岡
空
港

周
辺
8
市
町
（
掛
川

市
、
菊
川
市
、
御
前

崎
市
、
島
田
市
、
牧

之
原
市
、
藤
枝
市
、

吉
田
町
、
川
根
本
町
）

で
構
成
す
る
「
富
士

山
静
岡
空
港
周
辺
地

域
観
光
振
興
研
究
会
」

が
11
月
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
現
地
旅
行
会
社

や
メ
デ
ィ
ア
を
対
象

に
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
 

経
済
発
展
に
伴
い
、

訪
日
観
光
客
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
マ
レ
ー

シ
ア
で
商
談
会
を
実
施
。
同
研
究

会
圏
域
内
の
観
光
資
源
で
あ
る
掛

川
城
、
粟
ヶ
岳
の
茶
文
字
、
大
井

川
鉄
道
、
蓬
莱
橋
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
観
光
客
へ
の
対
応
や
趣

向
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
回
、
P
R
を
行
っ
た
担
当
者

の
話
で
は
、現
地
に
お
け
る
静
岡

県
の
知
名
度
は
低
く
、
「
『
富
士

山
』
以
外
の
資
源
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
東
京
‐
大

阪
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
通
過

点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

圏
域
内
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
策

が
必
要
」
と
課
題
を
口
に
し
ま
す
。

　
今
年
の
春
、
桜
の
き
れ
い
な
季

節
に
本
圏
域
の
魅
力
を
実
際
に
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
、
現
地
の
旅

行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
を
静
岡
に
招

く
計
画
も
伝
え
、
マ
レ
ー
シ
ア
か

ら
の
旅
行
客
の
取
り
込
み
や
、
通

過
型
で
は
な
い
静
岡
完
結
型
の
商

品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
 

ほ
う
 ら
い
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2
0
1
9
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
W
杯
）
日
本
大
会

と
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
向
け
11
月
26
日
、
市
役
所

内
の
職
員
で
構
成
す
る
「
第
1
回

掛
川
市
推
進
本
部
会
議
」
の
初
会

合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

行
政
や
市
民
、
団
体
な
ど
が
連

携
し
た
推
進
体
制
や
各
種
団
体
と

連
携
し
た
「
お
も
て
な
し
委
員
会

（
仮
称
）
」
の
設
置
な
ど
、
今
後

の
体
制
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
 

ラ
グ
ビ
ー
W
杯
の
エ
コ
パ
ス
タ

ジ
ア
ム
開
催
、
東
京
五
輪
の
開
催

が
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

教
育
の
振
興
、
観
光
交
流
人
口
の

拡
大
と
経
済
発
展
に
結
び
つ
く
好

機
と
と
ら
え
、
全
市
的
な
体
制
を

構
築
。
お
も
て
な
し
委
員
会
を
市

内
の
市
民
団
体
や
経
済
団
体
、
民

間
企
業
な
ど
を
中
心
に
、
本
年
度

中
に
発
足
す
る
方
針
を
確
認
し
ま

し
た
。
 

ま
た
、
庁
内
の
推
進
体
制
と
し

て
、
多
言
語
対
応
や
W
i-

F
i

環
境
な
ど
の
大
会
支
援
・
準
備
部

会
、
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
や
ラ
グ
ビ
ー

普
及
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

地
域
振
興
部
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
や
宿
泊
対
応
な
ど
の
観
光
・

経
済
振
興
部
会
の
3
部
会
が
提
示

さ
れ
、
必
要
な
事
業
や
役
割
分
担

な
ど
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
 

松
井
市
長
は
、
エ
コ
パ
に
一
番

近
い
新
幹
線
掛
川
駅
や
東
名
掛
川

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ
る
掛
川

市
が
世
界
か
ら
訪
れ
る
観
客
の
玄

関
口
と
し
て
の
役
割
を
ど
う
担
っ

て
い
く
の
か
を
強
調
。
「
掛
川
市

を
世
界
へ
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
。

全
市
体
制
で
お
も
て
な
し
が
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
」
と
力

を
込
め
ま
し
た
。
 

「ふくしあ」を世界のモデルに 
米国ハーバード大学教授が希望の丘を視察 
 

推進本部会議が初会合 
ラグビーW杯、東京五輪のおもてなし準備始まる 

社会教育課 
（　21-1159） 
 

地域医療推進課 
（　21-1324） 

▲希望の丘を視察するK・ヴィシュワナシュ教授 
　（右から2番目）や東京大学大学院の近藤尚己 
　准教授（左から2番目） 
 

▲市内でも盛り上がりをみせ始めたタグラグビー 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛
生
大

学
院
の
K
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
シ
ュ

教
授
が
11
月
25
日
、
昨
年
4
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
希
望
の
丘
や
「
ふ

く
し
あ
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

健
康
寿
命
日
本
一
の
静
岡
県
の

取
り
組
み
を
参
考
に
す
る
た
め
、

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

の
近
藤
尚
己
准
教
授
の
招
き
に
応

じ
て
来
日
。
県
の
土
屋
厚
子
健
康

増
進
課
長
や
浅
井
副
市
長
、
ふ
く

し
あ
職
員
ら
が
出
迎
え
ま
し
た
。
 

担
当
者
が
、
市
の
抱
え
る
高
齢

化
や
在
宅
医
療
・
介
護
な
ど
の
課

題
解
決
の
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
が
急
務
で
あ
る
こ

と
を
説
明
。
そ
の
上
で
、
「
ふ
く

し
あ
」
が
4
業
種
の
執
務
室
を
ワ

ン
フ
ロ
ア
化
し
た
こ
と
や
年
齢
の

垣
根
を
な
く
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
を
設
け
た
こ
と
な
ど
、
機
能

や
特
徴
を
紹
介
し
ま
し
た
。
課
題

が
絡
み
合
う
家
族
の
支
援
事
例
で

は
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
な

が
ら
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
い
ま
し
た
。
 

視
察
を
終
え
た
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ

シ
ュ
教
授
は
、
高
齢
化
が
世
界
共

通
の
課
題
で
あ
り
、
日
本
の
取
り

組
み
を
世
界
が
注
目
し
て
い
る
こ

と
を
前
置
き
し
、
「
方
法
は
頭
で

分
か
っ
て
い
て
も
実
際
に
出
来
て

い
る
事
例
は
な
い
。
多
機
関
に
よ

る
切
れ
目
の
な
い
掛
川
市
の
取
り

組
み
は
世
界
の
モ
デ
ル
に
な
る
。

ぜ
ひ
、
一
緒
に
研

究
し
た
い
」
と
、

高
い
関
心
を
示
し

ま
し
た
。
 

　
同
教
授
は
1
9
 

9
0
年
に
ミ
ネ
ソ

タ
大
学
博
士
号
を

取
得
。
オ
ハ
イ
オ

州
立
大
学
准
教
授
、

米
国
国
立
が
ん
研

究
所
な
ど
を
経
て

現
職
。
学
術
誌
に

多
数
の
論
文
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
 

  

な
お
 
き
 



　「
掛
川
市
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
く
自
然
環
境
保
全
活
動
推
進

員
の
委
嘱
式
が
11
月
12
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
、
普
段
か
ら
自
然
と
関
わ
り
を
持
つ

市
民
9
人
に
委
嘱
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
市
内
で
も
在
来
動
植
物
の
乱

獲
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
と
環
境
審
議
会
と
で
同
推
進
員
の

委
嘱
を
検
討
。
今
回
、
条
例
に
基
づ
く
初

め
て
の
委
嘱
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
2

年
で
す
。

　
推
進
員
は
、
保
護
対
象
野
生
生
物
や
指

定
希
少
動
植
種
の
生
息
地
な
ど
の
保
全
を

図
る
た
め
、
状
況
把
握
や
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
ほ
か
、
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。
異
常
や
不
審
者
を
発
見
し
た
場
合

は
市
へ
報
告
。
市
は
、
警
察
と
連
携
を
と

り
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
委
嘱
式
で
市
環
境
審
議
会
の
杉
野
孝
雄

会
長
は
、
推
進
員
の
役
割
や
保
護
と
保
全

の
違
い
な
ど
を
説
明
し
「
み
な
さ
ん
に
は

保
護
で
は
な
く
、
保
全
を
お
願
い
し
た
い
。

広
い
目
で
掛
川
市
の
自
然
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

【
推
進
員
】
浅
井
幸

治
さ
ん
（
杉
谷
南
）、

大
石
淳
平
さ
ん
（
沖

之
須
）、
斉
藤
明
さ

ん（
篠
場
）、
鈴
木
睦

子
さ
ん（
山
崎
）、
寺

田
正
子
さ
ん
（
山

崎
）、
中
村
隆
哉
さ

ん（
緑
ヶ
丘
）、
中
山

学
さ
ん（
大
渕
）、
名

倉
光
子
さ
ん
（
横
須

賀
）、
山
城
み
や
子

さ
ん（
東
山
）

保
護
対
象
生
物
や
希
少
動
植
種
の
保
全
を

活
動
推
進
員
に
市
民
９
人
委
嘱

市制10周年記念事業

大
島
司原画展

掛
川
出
身
の
人
気
漫
画
家
、

地
元
で
初
の
原
画
展

　
１
９
９
０
年
代
爆
発
的
な
人
気
を
博

し
、
映
画
化
も
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
漫
画

「
シ
ュ
ー
ト
！
」、
現
在
連
載
中
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
漫
画
「
ア
タ
ッ
ク
!!
」。
い
ず

れ
も
「
掛
川
高
校
」
が
大
活
躍
す
る
人

気
漫
画
で
す
。
物
語
に
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
掛
川
の
風
景
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
描
い
た
の
が
大
渕
地
区
出
身

の
大
島
司
さ
ん
。
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を

記
念
し
、
ふ
る
さ
と
掛
川
で
あ
の
名
作

の
原
画
が
初
公
開
さ
れ
ま
す
。

掛
川
高
校
バ
レ
ー
部

加
藤
晴
鷹

掛
川
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

田
仲
俊
彦

1/5（火）-2/14（日）
2016

●特典 1　複製原画・オリジナルグッズ販売
●特典 2　会期中「大島司カフェ」限定オープン（竹の丸）
そのほか詳細、大島司さんプロフィールはP18 参照
二の丸美術館（☎62-2061）問

大
島
司原画展

大
島
司原画展

市民・地域住民

希少野生
生物の保護

自然体験

地域の保全

協　力

保全活動推進員

自然環境の
状況把握

推進員概要図

保全・啓発
活動の推進

監視・
パトロール

不審者の
通報 助

言
な
ど

連絡報告

情
報
提
供

連携
警　察

掛川市役所
（環境政策課）

環
境
政
策
課
（
☎
21‐

１
２
１
８
）

問

が
く

12



育
て
よ
う
、
思
い
や
り
の
心

人
権
ポ
ス
タ
ー
・
人
権
作
文
の
受
賞
者
を
紹
介

人
権
は
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
多

様
性
を
尊
重
し
、
異
な
る
考
え
方
や
生
き
方
を
認
め
合
い
、
全
て
の
人
が
お
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
生
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
人
権
侵
害
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
、
人
権
問
題
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、「
人
権
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　

福
祉
課
（
☎
21‐

１
１
４
０
）

　

掛
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
掛
川
市
、

菊
川
市
、御
前
崎
市
で
構
成
）
は
昨
年
11
月
、

子
ど
も
た
ち
が
日
々
の
生
活
の
中
で
人
権

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
や
、
相
手
を
思
い

や
る
心
の
大
切
さ
、
い
じ
め
の
根
絶
な
ど

を
考
え
る
場
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
小
学

生
対
象
の
「
人
権
ポ
ス
タ
ー
」
や
中
学
生

対
象
の
「
人
権
作
文
」
の
募
集
を
行
い
ま

し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
全
体
で
１
０
２
４
点
、

市
内
か
ら
は
５
５
８
点
も
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
８
点
が
金
賞
、

そ
の
内
、
市
内
か
ら
３
点
の
作
品
（
左
上

の
ポ
ス
タ
ー
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
文
の
募
集
で
は
、
全
体
で
１

１
３
８
点
、
市
内
か
ら
は
５
６
９
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
10
点

が
入
賞
作
品
と
な
り
、
そ
の
う
ち
、
市
内

か
ら
は
８
点
の
作
品
が
受
賞
。
西
中
学
校

３
年
の
原
田
蓉
子
さ
ん
、
中
村
涼
乃
さ
ん
、

佐
藤
樹
羅
さ
ん
の
作
品
は
、「
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
静
岡
大
会
」
で
激

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
入

賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　

村
松
明
莉
さ
ん
（
北
中
３
年
）、
松
浦
和

奏
さ
ん
（
北
中
２
年
）、岡
田
幸
花
さ
ん
（
西

中
３
年
）、
竹
久
和
志
さ
ん
（
西
中
３
年
）、

山
口
紗
世
さ
ん
（
西
中
３
年
）

　人権擁護委員は、地域のなかで人
権を守るための活動を行い、人権侵
害が起きないように正しい考え方を
広めています。
　委員は、市長から推薦され、法務
大臣が委嘱する民間のボランティ
ア。市内に 12人が配置され、毎月、
「人権身の上相談」を開催していま
す。差別や偏見、中傷、虐待などの
悩みがある方はご相談ください。

■掛川区域（毎月第 1・3金曜日）
　  場所：市役所 4階会議室
■大東区域（毎月 第 2金曜日）
　  場所：大東支所 3階
■大須賀区域（毎月 第 4金曜日）
　  場所：大須賀支所 1階
※相談時間は午後 1時～4時

掛川市人権擁護委員のみなさん
【掛川区域】鈴木一政さん（掛川）、

三室玲子さん（中央）、川村幸さん（八
坂）、中村悟さん（下垂木）、萩田孝
明さん（各和）、高橋悦男さん（岡津）
【大東区域】黒田幸子さん（下土
方）、市野千鶴子さん（中）、永田一
彦さん（国安）
【大須賀区域】伊藤加代子さん（大
渕）、　山本捷子さん（横須賀）、小
川裕司さん（横須賀）

差別や虐待、いじめなどは人権擁護委員にご相談ください

中小 6年　松下碧さん

西山口小 6年
　安達萌さん

西郷小 6年
　森川真奈実さん

問

めぐみ

あおい

ひまわりは、静岡県人権擁護委
員会が定める人権の象徴です。

す
ず

の

じ
ゅ

らあ
か

ゆ
き

か
な

さ

よ

か

わ

り

みゆき

さち こ

13
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その71

謹
　
賀
　
新
　
年
 

▲12月12日（土）西郷地区まちづくり 
　協議会設立総会にて 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
職
員
と

と
も
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
新
た
な

決
意
を
い
た
し
ま
し
た
。
 

今
年
の
干
支
は
「
申
」
で
す
。
干
支

の
十
二
支
は
、
そ
の
昔
農
業
に
利
用
さ

れ
、
農
作
物
の
育
成
に
関
わ
る
暦
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
9
番

目
の
「
申
」
は
「
伸
ば
す
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
「
申
年
」
は
「
草
木
が
十

分
に
伸
び
き
っ
た
時
期
で
、
実
が
成
熟

し
て
香
り
と
味
が
備
わ
り
固
く
殻
に
覆

わ
れ
て
い
く
時
期
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
驚
い
た
こ
と
は
「
申
」
と
「
猿
」
は

全
く
関
係
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
現
在
で
は
年
賀
状
に
猿
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

干
支
の
十
二
支
を
庶
民
に
わ
か
り
や
す

く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
申
」
に

は
動
物
の
猿
を
割
り
当
て
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
「
申
」
の
も
う
ひ
と
つ
の
意

味
と
し
て
「
去
る
」
を
表
し
、
「
悪
い

こ
と
が
去
る
」
や
「
病
が
去
る
」
な
ど

「
良
い
こ
と
や
幸
せ
が
や
っ
て
く
る
年
」

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
 

昨
年
は
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
な
ど
に
よ

る
テ
ロ
事
件
が
世
界
各
地
で
起
こ
り
、

不
安
感
や
恐
怖
感
が
世
界
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
安
心
安
全
で
平
和
な
社
会
を

一
日
も
早
く
取
り
戻
す
努
力
を
世
界
中

の
心
あ
る
人
た
ち
が
結
束
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
「
悪
い
こ
と
が

去
る
」
「
幸
せ
が
や
っ
て
く
る
」
、
そ

ん
な
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
今
年
の
最
大
の
行
政
課
題
は
、

少
子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
も
た

ら
す
負
の
影
響
を
い
か
に
是
正
し
、
限

り
あ
る
資
産
や
資
源
、
人
材
を
有
効
に

活
用
し
「
希
望
が
見
え
る
、
誰
も
が
住

み
た
く
な
る
ま
ち
」
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
子
育
て
支
援
や
介
護
支
援
、

災
害
弱
者
の
支
援
な
ど
山
積
す
る
問
題

を
、
市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
企
業
・

行
政
が
協
働
で
解
決
し
て
い
く
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
年
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

昨
年
「
掛
川
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
」
を
施
行
し
、
本
格
的

な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
。

今
年
の
4
月
1
日
に
は
市
内
全
て
の
地

域
に
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が

発
足
し
ま
す
。
 

市
内
北
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
設
立
趣
意
書
に
「
地
域
住
民
が
互

い
に
協
力
し
地
域
共
通
の
課
題
解
決
に

努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
相
互
の
連

帯
感
と
自
治
意
識
の
向
上
を
図
る
と
共

に
、
全
て
の
住
民
が
共
に
支
え
合
い
、

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
と
思
う
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
こ
こ
に
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
設
立
し
ま
す
」
と
あ
り
、
共
助
の
精

神
を
踏
ま
え
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

「
理
想
の
姿
」
が
こ
こ
に
あ
る
と
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
 

自
分
た
ち
の
地
域
に
と
っ
て
大
切
な

こ
と
を
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
語
り
合
い
、

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
行
動
す
る

こ
と
で
、
活
力
あ
る
地
域
が
創
造
で
き

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
基
礎
自
治
体
で

あ
る
市
町
村
よ
り
も
身
近
な
単
位
に
設

け
ら
れ
る
共
助
の
組
織
が
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
す
。
こ
の
組
織
を
し
っ

か
り
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
役
立
つ
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。
 

 

さ
る
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小笠 
医師会 

小笠掛川 
歯科医師会 

小笠 
医師会 

小笠掛川 
歯科医師会 

小笠袋井 
薬剤師会 
小笠袋井 
薬剤師会 

掛川市 
介護支援専門員 
連絡協議会 

掛川市 
介護支援専門員 
連絡協議会 

掛川市介護支援専門員連絡協議会   その27 
事務局（おおすか苑居宅介護支援事業所内・　 63-4500） 

中東遠総合 
医療センター 
中東遠総合 
医療センター 

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
（
平
成
37
年
）
に
は
、
日

本
の
高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
、
医
療

や
介
護
の
需
要
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
み
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
数
が
増
加
し
、
高
齢

者
の
住
ま
い
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

国
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
尊
厳
を
持
っ

て
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
、
人
生
の
最

期
ま
で
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

2
0
2
5
年
を
め
ど
に
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
「
予
防
」
「
医
療
」

「
介
護
」
と
い
う
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス

と
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
「
住

ま
い
」
「
生
活
支
援
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
」
が
相
互
に

関
係
し
、
連
携
し
な
が
ら

在
宅
生
活
を
支
え
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

掛
川
市
で
は
生
涯
学
習

の
理
念
を
生
か
し
、
市
民

協
働
に
よ
る
掛
川
型
の
地

域
包
括
ケ
ア
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
 

今
回
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
住
ま
い
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

 介
護
保
険
を
利
用
す
る
住
ま
い
 

　
 

高
齢
に
な
っ
て
も
今
ま
で
ど
お
り
住

み
慣
れ
た
自
宅
を
住
ま
い
と
し
て
生
活

を
続
け
た
い
と
お
考
え
の
方
は
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
在
宅
医
療
や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
、
自
宅
で
の
生
活
を
専
門
職
が

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

一
方
、
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
場

合
に
は
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
住

ま
い
（
施
設
）
と
し
て
は
、
認
知
症
の

方
が
小
規
模
で
生
活
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
介
護
老
人
保
健

施
設
、
長
期
療
養
が
で
き
る
介
護
療
養

型
医
療
施
設
、
重
度
の
介
護
を
受
け
な

が
ら
終
末
期
ま
で
暮
ら
せ
る
介
護
老
人

福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

 

高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
や
 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
 

　
 

近
年
、
安
否
確
認
や
生
活
相
談
の
サ
ー

ビ
ス
が
つ
い
た
高
齢
者
向
け
住
宅
が
増

え
て
い
ま
す
。
介
護
施
設
よ
り
生
活
の

自
由
度
が
高
い
の
で
す
が
、
住
宅
で
す

の
で
介
護
は
基
本
的
に
は
介
護
保
険
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、
住
宅
型
と
介

護
付
き
の
2
種
類
が
あ
り
、
住
宅
型
で

は
外
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
、
介

護
付
き
は
施
設
が
介
護
事
業
の
指
定
を

受
け
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
 

生
活
支
援
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

時
、
ど
こ
を
住
ま
い
と
し
、
ど
の
よ
う

に
暮
ら
し
て
ゆ
く
か
を
、
と
も
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

地
域
包
括
ケ
ア
と
高
齢
者
の
住
ま
い 
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各医療機関の診療案内は、平成27年7月号の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」 
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。 
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。 
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。 
 

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！ 
 

保健予防課 （　23-8111） 

会場 徳育 ： 徳育保健センター（御所原） 
 大東 ： 大東保健センター（三俣） 
 

2月 

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科 
●19：00～22：00（受付 21：30まで） 
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400） 
 
土曜日 
●12：00～17：00　市内の開業医院 
　診療案内　中央消防署（　21-0119）、市役所日直（　21-1111） 
 

救急車？まずは急患診療所 
 中東遠総合医療センターの救急医療は、入
院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。 
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川
急患診療所での受診をお願いします。 
急患診療所は、掛川インターチェンジ東
側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。 

2月の健康案内  

保健師・栄養士だより 

休養上手で仕事上手 
～仕事と生活のバランスを大切に～ 

 

 

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。 
●赤ちゃんの身体測定は、徳育の開館日午前9時～午後4時に、いつでも
身長や体重を測ることができます。 
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育へお越しください。 

ワークライフバランスとは、仕事と生活の調和。つまり、
家事や趣味、休養、地域活動といった「仕事以外の生活」と「仕
事」の両方を充実させる働き方・生き方を意味します。日常
生活を振り返り、仕事や私生活が順調、もしくは順調でない
要因を考え、発見し、整えてみましょう。 

■仕事と私生活にメリハリをつける 
　1日の行動プランを時間刻みで作成すると、行動意識が高ま
り、時間に余裕が生まれます。仕事中にプライベートを持
ち込まない、私生活に仕事を持ち込まないことも大切です。 
■休日も規則正しい生活リズムで過ごす 
　休日も生活リズムは変えず、旅行や買い物、スポーツなど、
内容を変えて体も心もリフレッシュさせましょう。 
■毎日、自分だけの時間をもつ 
　1日30分でもいいので、自分の時間を過ごしましょう。好
きなことをしたり、何もせずぼーっとするのも良いでしょう。 

 

掛川 
IC

広場 

掛川東病院 

小笠掛川急患診療所（受付2階） 

希望の丘内 

Ｎ 

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前） 
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで） 
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400） 

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ 
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。 

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒　#8000 
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒　054-247-9910 
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00 
 

徳育 

大東 

徳育 

 

 

徳育 

 

大東 

徳育 

6か月児健康相談 
9：15～9：45

1歳6か月児健康診査 
13：00～13：30

2歳2か月児 
健康診査 

13：00～13：30

3歳児健康診査 
13：00～13：30

離乳食教室 
（もぐもぐごっくん教室） 
9：15～9：30
ママセミナー 
（両親編） 

13：15～13：30

 5 金 平成27年 7月   1日 ～15日出生児 

 12 金 平成27年 7月 16日 ～31日出生児 

 17 水 平成27年   6～7月出生児 

 8 月 平成26年 7月   1日 ～15日出生児 

 22 月 平成26年 7月 16日 ～31日出生児 

 5 金 平成25年11月   1日 ～15日出生児 

 12 金 平成25年11月 16日～30日出生児 

 17 水 平成25年 10～11月 出生児 

 9 火 平成25年 1月   1日 ～15日出生児 

 15 月 平成25年 1月 16日 ～31日出生児 

 

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場 

徳育 

徳育 

健診・相談・予防接種 
説明会 
9：15～9：30

徳育  3 水 平成27年12月出生児 

 26 金 

 19 金 出産を控えた夫婦（予約制） 

4～8か月児の親（予約制） 
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KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう  
■中央図書館（　24-5921） 
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで） 
　2月の休館日：毎週月曜日、26日（金） 

■大東図書館（　72-1143） 
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで） 
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（木・祝） 

　2月23日（火）～26日（金）蔵書点検のため休館します 

■大須賀図書館（　48-5269） 
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで） 
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（木・祝）、25日（木） 
 
 

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本 

ゴリラやパンダ、アシカにコウモリ
…、いろいろな動物の手形・足形が
満載の大型図鑑。本当の大きさなの
で、自分の手と比べてみると楽しい
です。シリーズで『ほんとのおおき
さ水族館』などもあります。 

お正月は、一年の始まりの日、いつ
もと違う新しい気持ち。おせちにお
ぞうに、お年玉、初詣など、食べた
り遊んだり…。愉快でかわいい絵本
です。さあ、みなさんも楽しいお話
の世界へ行ってみませんか。 

★は各館へ申し込み、■は直接会場へ 

 

し物・展示 催 市内38か所へ！  移動図書館 
 

小学校、公民館、農協などを移動図書
館車が巡回します。詳しい日程は図書
館へお問い合わせいただくか、図書館
ホームページをご覧ください。 

北部 
おおぞら号 
 

南部 
コスモス号 

本のよみきかせと楽しい手遊び 
 

絵本のよみきかせと簡単な工作 

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」 

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会 
 

対　象：乳幼児と保護者 
中　央：2月  5日・12日（金） 午前10時30分～11時 
大　東：2月  5日・12日（金） 午前10時30分～11時 
大須賀：2月 19日・26日（金）午前10時30分～11時 
※　　のおはなし会には子育てコンシェルジュが参加し、 
手遊びや育児相談などを行っています。 

中　央：毎週水曜日　午後3時～ 

対　象： 幼児から小学校低学年 
中　央： 2月13日・27日（土）午後3時～3時30分 
大　東： 2月  6日・20日（土）午前10時30分～11時10分 
大須賀： 毎週土曜日　午後3時～3時30分 

対　象：家庭でよみきかせをしたい方 
中　央：2月19日（金）午前10時30分～11時 
 

絵 

伝統的町並み 
研究会／編著 
（洋泉社）  
 
 

一度は歩きたい！ 
日本の町並み 

小宮輝之／著 
（学研教育出版） 
 

ほんとのおお 
きさ 
てがたあしがた 
図鑑 
 中川ひろたか／文 

村上康成／絵 
（童心社） 
 
 

あけまして 
おめでとう 
 

▲図書館職員・落合宏美 

図書館関係者が 
お薦めの1冊を 
紹介します 

江戸・明治・大正の面影を今に残す
町並み110か所を、美しい写真と簡
潔な文章で紹介しています。 
一度は訪れたい懐かしい風景。写真
集としても、旅の案内としてもご覧
いただけます。 

わたしがお薦めする本は、

額賀澪著『ヒトリコ』です。 
小学生のとき、クラスで起

こった事件によって深作日都

子はいじめの標的にされてし
まいます。それ以降彼女は、
他人と関わりを持たない「ヒ
トリコ」として生きることを
決めます。日都子の心の変化に
注目です。 

BooKリレー○ 
 

7

ふか さく ひ と 

こ 

みお ぬか が 

■わたるワールド　クレイアート作品展示　大須賀 

　　期間：2月2日（火）～28日（日）午前9時～午後5時 

■「幽玄の調べ『琵琶』制作奏者 ～大橋鶴鵬の世界展～」　大東 

　　期間：2月5日（金）～28日（日）（蔵書点検休館中もご覧いただけます） 

　　内容：全国に三人ほどしかいない「琵琶」の制作者、大橋さんが制作した 

　　　　　琵琶と、制作の工程が分かる部材・道具類などを展示します 

　「大橋鶴鵬：琵琶演奏トーク会」 

　　とき：2月7日（日）・27日（土）各日午後4時～5時 

　　会場：1階生涯学習ホール 

■消費者被害防止啓発講座｢悪質商法に気をつけよう｣　大須賀 

　　とき：2月7日（日）午前10時～11時 

■富士山に関する作品（絵画・写真・絵手紙など）展示　中央 

　　期間：2月10日（水）～24日（水） 

 

かく ほう 
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1/10（日）13：00～18：00 
（封じ手まで） 
1/11（月・祝）10：00～終局 
大日本報徳社大講堂（掛川） 
 
1/13（水）～17（日） 
9：00～17：00 
14（木）は19：00まで 
大東図書館（大坂） 
 

1/16（土）10：00～16：30、 
17（日）10：00～14：30 
大東北公民館（下土方） 

①1/16②2/20の土曜日 
9：30～11：30 
大須賀中央公民館2階会議室 
（西大渕） 
 
1/17（日）13：00～15：00 
（12：30～受付） 
大東図書館（大坂） 

1/17（日）14：00～16：00 
大須賀中央公民館（西大渕） 

1/21（木）9：30～11：30 
市役所4階会議室6

1/27（水）19：00～ 
生涯学習センター（御所原） 

①電話1/14、2/25、3/10（木） 
　10：00～12：00（30分程度） 
②面会（日時・場所は応相談） 
　10：00～16：00（1時間程度） 
 

内容・申込方法など 
 

事業名 とき・ところ 対象・参加料 

どなたでも 
各日150人程度 
1/10 1,000円 
1/11 1，500円 
高校生以下無料 
 

どなたでも 
入場無料 

どなたでも 
入場無料 

小・中学生 
20人 
参加無料 
 

どなたでも 
30人 
参加無料 

どなたでも 
入場無料 

どなたでも 
入場無料 

未経験者 
8人 
受講無料 

子どもの耳の聞 
こえに不安を感 
じている親 
相談無料 

第65期王将戦第1局 
大盤解説会 
　文化振興室 
（　21-1126） 
 

大東北公民館まつり 
　大東北公民館 
（　74-2200） 

気まぐれ映画館 
　大須賀中央公民館 
（　48-1012） 
 

～みんなで調べた 
掛川の自然～環境フォーラム 
　環境政策課（　21-1218） 
 

市制10周年記念事業 
考古展「新掛川市発掘の歩み」 
　社会教育課（　21-1158） 
 
お父さんお母さんのための 
ピアカウンセリング 
　　県障害福祉課 
（　054-221-2366） 
 

小・中学生将棋体験講座 
　　大須賀中央公民館 
（　 48-1012・FAX48-2024） 
 

創業支援セミナー 
　　商工観光課 
（　21-1149） 
 

はじめてのパソコン講座 
　　IT政策課 
（　21-1341） 
 

市内遺跡発掘調査の写真や出土した土器、石器な
どを展示。10年間の成果を紹介します。 
　直接会場へ 

地域のみなさんの作品を展示。日替わりで手芸・
工作の体験、芸能発表、手打ちそばのサービスな
ども行います。掛川市北運動場（下土方）に臨時駐
車場あり 
　直接会場へ 

講師は㈱販売促進研究所の杉山浩之さん。「これ
からの時代に必要な小さな会社のマーケティン
グの基本」についてお話しします。 
　電話で申し込み（申込順） 

パソコンの電源の入れ方や切り方、マウス・キーボー
ドの操作を学びます。初心者・高齢者大歓迎 
　1/15（金）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選） 

平成21年に施行された裁判員制度。裁判員と評議
に関するドラマを上映します。 
　直接会場へ 

市民ボランティアと小学生との15年にわたる自
然環境調査の結果から、これからの掛川の環境を
一緒に考えましょう。 
　直接会場へ 

初心者でも楽しく交流しながら学べます。 
　①は1/13（水）②は2/17（水）までに、氏名、性別、
保護者名、住所、電話番号、学校名、学年、希望日を
記入しFAXまたははがきで申し込み（申込順） 

会場は浜松市福祉交流センター（浜松市中区） 
　開催日含む7日前までに電話で申し込み 

二の丸美術館（　62-2061） 吉岡彌生記念館（　74-5566） 

入館料／ 小中学生無料、一般200円 
 ※子育て優待カードで入館料2割引き 
 ※キッズアートプロジェクトしずおかミュージアムパスポート利用可 
※展示替えと年始のため1/4（月）まで休館します。 

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く） 
 一般200円※特別展開催時は別料金  
 ※子育て優待カードで入館料割引き 
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館） 

●東部ふくしあ（　61-2900） 
　2/17（水）9：30～11：30 

●たまり～な出張相談 
　（　東部ふくしあ　  61-2900） 
　2/3（水）10：00～11：40 

●西部ふくしあ（　29-5977） 
　2/2（火）9：30～11：30 

●中部ふくしあ（　28-9713) 
　2/19（金）9：30～11：30 

●大東ふくしあ（　72-1116） 
　2/3（水）9：30～11：30 

●大須賀ふくしあ（　48-1007） 
　2/4（木）9：30～11：30 
 
 

ふくしあ健康相談（2月） 

●1/5（火）～2/14（日）大島司原画展（P12）  

開館　9:00～17:00（入館16:30まで） 
休館日　1/12（火）、18(月)、25(月)、 
　2/1（月）、8（月）、12（金） 
大島司プロフィール 
1970年1月30日生まれ。1990年週

刊少年マガジン（講談社）にて「シュート！」
でデビュー。Jリーグ開幕
と同時期に日本サッカー
界にムーブメントを巻き
起こす作品となった。
1994年には第18回講談
社漫画賞を受賞 

今
月
の
け
っ
ト
ラ
市 

実
行
委
員
会（

24-

1
1
6
2
） 

 

1
／
16 
（土）
午
前
9
時
〜
正
午
 

●【常設展】2/24（水）から 
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」 
　　吉岡彌生の「日常を見る」ことをテー
マに、当時の建物に関する資料や愛用
品を中心に展示します。 
●【講演会】1/30（土）13：30～15：00 
　「心理・脳科学・食の視点から高血糖症を考える」 
講師　糖尿病看護認定看護師笠原保人さん 
ところ　東京女子医大大東キャンパ
　ス（下土方）※電話で申し込み  

■【休館のお知らせ】 
　　常設展展示替えと館内設備工事に
伴い、2/23（火）まで臨時休館します。 

は 

対局者は郷田真隆王将と羽生善治名人。プロ棋士
による解説で観戦しませんか。駐車場なし。公共
交通機関か近隣の有料駐車場をご利用ください。 
　直接会場へ 

ぶ 

大島司自画像 
　大島司 C
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内容・申込方法など 
 

事業名 とき・ところ 対象・参加料 

1歳未満の 
赤ちゃんと 
保護者 
4,200円（6回分） 
 

どなたでも 
入場無料 

市内在住60歳 
以上 
1,500円 
 
20歳以上 
10人程度 
KIC会員 2,000円 
非会員 2,500円 
 
小学4～中学 
3年生10人 
5,400円（別途 
登録料1,000円） 
 

1/13･27、2/10・24、3/2・16の 
水曜日 
9：45～10：30 
生涯学習センター（御所原） 

1/20（水）～24（日） 
9：30～17：00（最終日は 
15：30まで） 
生涯学習センター（御所原） 
 
1/22（金）9：00～ 
たまり～な（満水） 

1/24（日）17：00～18：30 
フォンデュ・ダイニング 
Edelweiss（中央） 
 

1/29、2/5･12･19･26の金曜日 
19：30～21：00 
し～すぽ（大渕） 

1/28（木）9：30～12：00 
徳育保健センター（御所原） 

1/30（土）13：30～15：30 
竹の丸（掛川） 

1/30（土）9：30～16：30 
大東図書館（大坂） 

2/2（火）13：00～16：00 
徳育保健センター（御所原） 
 

2/4（木）10：00～11：30 
（9：30～受付） 
徳育保健センター（御所原） 

2/12（金）13：00～16：00 
森林果樹公園（下俣） 

1/30（土）12：00～15：00 
31（日）9：00～15：00 
千浜農村環境改善センター 
（千浜） 
 

一般 
10人程度 
材料費500円 

小学4年生以上 
12人 
材料費700円 

どなたでも 
相談無料 

どなたでも 
入場無料 

患者や家族 
5組 
参加無料 

一般 
100人 
参加無料 

農業に関心の 
ある女性 
50人 
500円 
 

講師は松浦一恵さん。掛川茶を使った和菓子づく
りを一緒に学びませんか。 
持ち物　三角巾、エプロン、ふきん2枚 
　1/21（木）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選） 

消しゴムに季節の文様を彫って包装紙を作ります。 
持ち物　スリッパ、タオル、飲み物 
小学3年生以下も申し込み可（要保護者同伴） 
　1/16（土）から電話で申し込み（申込順） 

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。 
　電話で申し込み（申込順） 

静岡がんセンターの医師、看護師などが疑問や悩
みを伺います。 
　1/12（火）～22（金）8：30～17：00（土日除く）
に電話で申し込み（申込順） 

講師は杉山弥生さん。掛川で昔から作られてきた
行事食や五節句について学びます。 
　電話または講演会名、住所、氏名、電話番号を明
記しFAX、Eメール（tokuiku@city.kakegawa. 
shizuoka.jp）で申し込み（申込順） 

作品展示のほか、日替わりで小・中学生、高校生に
よる芸能発表、甘酒や豚汁のサービスなど 
　直接会場へ 

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

内容・申込方法など 
 

伝言板 とき・ところ 対象・参加料 

いきいき食の会料理教室 
　　環境政策課 
（　21-1218） 
 

公民館まつり 
　千浜農村環境改善センター 
（　72-5028） 
 

ビジネスチャンス相談 
　　商工観光課 
（　21-1149） 
 

出張がんよろず相談 
　　県立静岡がんセンター 
（予約専用　 055-989-5392） 
 

食育講演会 
「郷土に伝わる食文化」 
　　保健予防課 
（　 23-8111・FAX23-9555） 
 

かけがわ女性農業者のつどい 
　　農林課 
（　 21-1147・FAX21-1212） 
 

やさしい英語で聞く 
「初めてのワイン講座」 
　NPO法人掛川国際交流 
センター（　24-5595） 
kic@kakegawa-life.com 
 

消しゴムはんこで 
オリジナル包装紙作り 
　　二の丸美術館 
（　62 -2061） 
 

0歳児のための音楽教室 
マンマ・ミュウ・サローネ 
　大庭（　090-4853-1388） 
 

掛川燦々会 
第17回手工芸作品展 
　山田（　24-5801） 
 

新春将棋大会 
　松浦（　23-2684） 
 

ジュニアアスリート体幹育成塾 
　南体育館し～すぽ 
（　28-8710） 
 

いろいろなジャンルの音楽を、聴いて、見て、 
体で感じよう。 
　電話で申し込み 

A・B・C級をお持ちの方、参加してみませ
んか。 
　参加料を添えて直接会場へ 

4種類のワインをテイスティングしながら
ソムリエが英語で楽しく魅力を伝えます。
自家用車での来場不可 
　電話またはEメールで申し込み（申込順） 

スポーツをしている子対象。体幹トレーニ
ングやケガ防止、疲労除去のケアを行います。 
　参加料、登録料を添えて窓口で申し込み 
（申込順） 

木工芸の作品や彫刻、つるしびななどを展
示します。 
　直接会場へ 

広報かけがわH28.1

講師は㈱たこ満の平松季哲さん。果樹公園の新し
い取り組みと地元農業についてのお話です。 
　2/2（火）までに電話またはFAXで申し込み（申
込順） 

ひでのり 

①年少～小学 
3年生、保護者同伴 
30人 
参加料あり 
②大人 
500円 

1/30（土）①9：30～12：00 
②13：00～15：00 
パンダひろば（倉真） 

出前時ノ寿あそびの森 
　　NPO法人時ノ寿の森クラブ 
（　･FAX28-0082） 
※掛川市子育て協働モデル事業 

 

①里山の散歩、火おこし、丸太遊び②森のようち
えんの第一人者内田幸一さんの講演会 
　フェイスブック（「時ノ寿の森クラブ」で検索）か
ら申込書をダウンロードしFAXで申し込み（申込順） 
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内容・申込方法など 
 

事業名 とき・ところ 対象・参加料 

高校生以上 
8,000円（本番 
参加料含む） 
 
50～80歳 
15人 
800円/回 

どなたでも 
20人 
1,000円/個人 
1,500円/家族 
昼食代含む 
 年少～小学3年生 
20人 
2回目以降 
500円/回 
 

2/5（金）から毎週金曜日 
19：30～21：00 
粟本地域生涯学習センター 
（初馬） 

2/8 ･22、3 /7 ･14の毎週月 
曜日9：30～12：00 
生涯学習センター調理室（御所原） 

2/25（木）13：30～16：00 
（13：00～受付） 
市役所4階会議室1

3/12（土）13：30～15：00 
東京女子医科大学大東 
キャンパス（下土方） 
 

昼コース 
①月曜日 9：00～10：15 
 10：35～11：50 
　金曜日 10：00～11：15 
②火曜日 10：00～11：15 
夜コース 
③～⑤ 19：30～20：45 
 

3/21（月・振休）18：00開演 
（17：30開場） 
生涯学習センター（御所原） 

市内在住で統合 
失調症を患って 
いる方の家族 
50人 
入場無料 
 
一般 
100人 
300円 

未就学児入場 
不可 
前売2,000円 
 

18歳～高齢者 
①～⑤25人 
3,500円 
（7回分、保険料 
含む） 

講師は焼津病院の精神科医。家族の関わり方のポ
イントや、病気を知ることから始めませんか。 
　1/12（火）～2/19（金）に電話またはFAX、窓口
で申し込み 

講師は同大学医学部教授渡辺尚彦さん。誰でも簡
単に実践できる対処法を中心にお話しします。 
　電話または講座名、住所、氏名、電話番号を明記
の上FAXで申し込み（申込順） 

全席指定。宝くじ助成を受け、名曲を
特別料金でお楽しみいただけます。 
　1/16（土）9：00～電話で申し込み
（1/17（日）以降は窓口販売あり・申込順） 

①あいり～な教室（月曜日と金曜日） 
②大須賀アイク教室（火曜日） 
③西南郷教室（西南郷地域生涯学習センター・月曜日） 
④桜木教室（桜木ホール・火曜日） 
⑤千浜教室（千浜農村環境改善センター・木曜日） 
　往復はがきに教室名（曜日）、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記し郵送（〒436-0073 金城115・
柴田）で申し込み（申込順） 

内容・申込方法など 
 

伝言板 とき・ところ 対象・参加料 

講演会「統合失調症って 
どんな病気？」 
　　福祉課（　21-1139・ 
FAX21-1163） 
 
健康セミナー 
「高血圧とその対処法について」 
　　吉岡彌生記念館 
（　 74-5566・FAX74-4841） 
 宝くじまちの音楽会 
「岡村孝子＆あみん」 
　　生涯学習振興公社 
（　24-7777） 
 

トランポビクス教室 
2～3月「すみれコース」 
　　市ミニトランポ協会 
（　22-2535、74-3352） 
※掛川市トランポリン拠点 
　づくり事業 
 

掛川第九コンサート合唱団員募集 
　事務局･寺田（　21-0213） 
 

　管財課（　21-1132） 　地域支援課 
（　21-1150） 　生涯学習協働推進課 

　（　21-1129） 

中高年のたのしい蕎麦打ち会 
　小山（　090-9943-9150） 

時ノ寿の森ワークショップ 
　掛川の風景を創る会・清水 
（　27-0576） 
 

競技エアロビックチーム体験教室 
　小林（　090-5628-7750・ 
24-7434） 
 

初日に説明会あり。初心者歓迎。ベートーベ
ンの第九を8/21（日）の合唱祭で披露します。 
随時募集 
　直接会場へ 

趣味や家庭料理、仲間作りとしての蕎麦打 
ち。楽しい時間を過ごしませんか。 
　1/31（日）までに電話で申し込み（申込順） 

2/14 非常食でフルーツゼリー作り 
3/13 フランス文学者と楽しむフランス物語 
持ち物　2/14のみマグカップ 
　電話で申し込み（申込順） 

小さいころから体力づくり。コーチが楽し
く教えます。 
　電話で申し込み（申込順） 

2/14、3/13の日曜日 
10：00～12：00 
時ノ寿の森集会場（倉真） 

毎月第3日曜日 
11：00～12：00 
桜木ホール（下垂木） 

市役所食堂がリニューアル！ 掛川城公園駐車場がオープンしました 小山平小区と大坂区が 
祭典用の太鼓などを整備 

●一汁三菜 
　健康に配慮したメニュー
を提供 
●地産地消 
　食材には地元特産品を活用 
市役所食堂｢カケショク」
は本庁舎2階です。 
市民のみなさんも 
ぜひご利用くだ
さい。 

＊（一財）自治総合センター
の宝くじ助成金で整備さ
れました。 
＊この事業は宝くじの社会
貢献広報事業として、宝
くじの受託事業収入を財
源として実施しているコ
ミュニティ助成事業です。 

掛川城周辺へお越し
の際はご利用ください。 
●駐車台数　58台 
　（うち２台は身障者用） 

●料金　30分100円、
5～24時間1,000円 

●駐車場利用に関する
　問い合わせ先 
　かけがわ街づくり（株） 
  （　61-1151） 

幼児～小学校 
低学年、保護者 
参加無料 
 

1/30（土）13：30～15：00 
中央図書館（掛川） 

よみきかせ会ひまわり 
「冬のおたのしみ会」 
　鈴木（　23-4457） 
 

紙人形劇、大型紙芝居などたくさんのお話
を楽しめます。 
　直接会場へ 

● 
掛川城 

 

竹の丸 
● 

旧国道1号 

● 
ステン 
ドグラス 
美術館 

図
書
館
● 

●
掛
川
西
高 P

Ｎ 
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広報かけがわH28.1

平成27年12月14日現在の申出額 

 区分 件数 金額（円） 

 個人 212 5,853,000 

 法人 252 137,046,558 

 団体 152 8,884,192 

 合計 616 151,783,750 

 

 

地震・津波対策寄附金 
多くのご支援 

ありがとうございます 
企画調整課（　21-1127） 

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元コー
ドもしくは市ホームページ下部
の「注目ページ」からご覧いた
だけます。 

60歳は、第二の人生を迎える節目
の年です。60歳を迎えた市民のみな
さんの「社会参加」「地域参加」に取り
組むきっかけづくりと交流の場です。
ぜひご参加ください。 
とき　2月21日（日）午後1時30分～
4時30分（午後1時～受付） 
ところ　掛川グランドホテル（亀の甲） 
対象　市内に住所を有する昭和30年
4月2日～31年4月1日生まれの方（対
象者へは案内状を送付します） 

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納
付できます。口座振替の方は口座残
高をご確認ください。 
～納税は口座振替が便利です～ 

国民健康保険税第7期の 
納期限は2月5日（金）です 
　納税課（　21-1206） 

 

さんりーなで行われる大会のサポー
トボランティアを募集します。 
期間　2月18日（木）～21日（日）の都
合の良い日（18日は会場準備） 
内容　会場準備、会場･駐車場整理など 
応募方法　1月13日（水）までに電話
で連絡後、申込書を提出 

募集区画　8区画 
永代使用料　30万円（別途清掃料 
　2,590円/年） 
抽選日時　2月9日（火）午後3:00 
抽選場所　市役所4階会議室 
募集期間　1月18日（月）～29日（金） 
応募資格　①～⑥を全て満たす方 
　①市内に住所を有する方②祖先の
祭事を主宰すべき方③管理を確実
に行える方④同霊園に墓を有して
いない方⑤配偶者または直系3親
等以内の焼骨を有する方⑥1年以
内に焼骨の埋蔵または碑石の設置
見込みがある方 
※詳細は市ホームページ 
　をご覧いただくかお問 
　い合わせください。 

趣味を含めミツバチを飼育する方

は毎年1月に飼育届の提出が必要です。

届出用紙など詳しくはお問い合わせ

いただくか、県ホームページ（「静岡

県  蜜蜂」で検索）をご覧ください。 

提出期限　1月29日（金） 

ミツバチの飼育者は届け出を 
　県西部家畜保健衛生所 
（　053-434-2921） 
　農林課（　21-1147） 

 

お年玉付き干支きっぷ 
天浜線フリー切符販売 
　地域支援課（　21-1150） 

とき　1月18日（月）～2月1日（月）で
開庁日の午前8時30分～午後5時15分 

ところ　市役所2階都市政策課 
内容　①用途地域の変更（長谷三丁目、
大池、西山口地内） 

　②地区計画の変更（中央二丁目、長
谷地内） 
意見書は2月1日（月）午後5時15分

（必着）までに郵送（〒436-8650長
谷1-1-1）または平日に市役所2階都
市政策課へ提出 

東遠広域都市計画（案）の 
縦覧 

　都市政策課（　21-1151） 

障害者手帳を持っていない65歳以
上の方で障がい者に準ずると認めら
れる場合は、障害者手帳と同様に所
得税などの控除を受けられます。 
希望者は福祉課または大東・大須
賀各ふくしあへ申請してください。
後日、本人との面接を行います。 
障がい状況に変化がある場合を除き、
既に認定済みの方は、その際の認定
書で引き続き控除が受けられます。 

老齢者の障害者控除認定 
　福祉課（　21-1139） 

 

高校、大学などへの入学時や在学
資金が必要な方のための、日本政策
金融公庫の公的な融資制度です。 
融資金額　子ども1人につき350万
円以内 
金利　年2.05％固定金利（11月10日
現在） 
返済期間　15年以内 
返済方法　毎月元利均等返済 
詳しくは、日本政策金融公庫のホー

ムページ（「国の教育ローン」で検索）
をご覧いただくか、上記コールセンター
へお問い合わせください。 

第7回都道府県対抗 
トランポリン競技選手権大会 
市民サポーター募集 

　　社会教育課（　21-1159） 
 

富士見台霊園墓所使用者募集 
　　環境政策課（　21-1145） 

 

募集職種　①事務職員（経験者採用） 
　②事務職員（障がい者採用） 
応募期限　1月15日（金）（必着） 
※受験資格、試験日、応募方法など詳
しくはお問い合せ、ま
たは当院ホームペー
ジでご確認ください。 

中東遠総合医療センター 
職員募集 

　中東遠総合医療センター管理課 
（　21-5555） 

国の教育ローンのご案内 
　教育ローンコールセンター 

（　 0570-008656（ナビダイヤル）、 
　03-5321-8656） 

 

60歳の集い“耳順式” 
心自由に!生き方再設計 
 　社会教育課（　21-1157） 

じ しき じゅん 

申年をデザインした、天竜ひのき
製の天浜線1日乗り放題切符（有効期
限は平成28年1月1日～12月31日）
です。駅舎内の飲食店で使える
1,000円券や天浜線オリジナルグッ
ズが当たるお年玉抽選付き。 
価格　1,700円（税込み） 
販売場所　市役所3階地域支援課、
これっしか処、天浜線有人駅 

※売り切れ次第終了 

さる 
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検診名 検査内容 自己負担金 実施時期（予定） 対象（平成28年4月1日現在） 

●平成27年度に市の検診を受けなかった方で、以下の検診を希望する方は申し込みが必要です。 
　※平成27年度（乳がん検診は平成26年度）に受けた方には受診票が届きますので、申し込みは必要ありません。 
 

検診名 検査内容 対象（平成28年4月1日現在） 自己負担金 実施時期など（予定） 

大腸がん 

肝炎ウイルス 

便潜血検査 
（2日分の便を 
採って提出） 

 6月～11月 
 申し込み不要 
40歳以上の男女 検査容器（410円）を、掛川医療 
 センター、肺がん・結核検診会場 
 または胃がん検診会場で直接購入 

●以下の検診を希望する方は、申し込みが必要です。 

骨粗しょう症 手首レントゲンに 50、55、60歳の女性 1,000円 7月～10月  
 よる骨密度測定  
 

 肺がん・結核 胸部X線検査 40歳以上の男女 　100円   

 胃がん 胃部X線検査（バリウム検査） 35歳以上の男女 1,100円 6月～11月
  

 前立腺がん 血液検査 50歳以上の男性 1,000円 

 
子宮頸がん

 内診･細胞診 20歳以上の女性 1,200円  5月～12月 

  ※実施場所：開業医・中東遠総合医療センターまたは検診車（申込時に選択） 

 
乳がん

  視触診・マンモグラフィ   1,300円 5月～12月 

  ※実施場所：中東遠総合医療センターまたは検診車（申込時に選択） 

 

39歳から70歳の男女で 500円 これまで検査をしていない方 
 

血液検査 
（B・C型肝炎ウイルスの 
感染を調べます） 
 

40、45、50、55、60、65、70歳 無　料  

 

・75歳以上（平成28年4月1日現在）の方と生活保護世帯の方は検診料が無料です（容器代を除く）。 
　生活保護世帯の方は、別途申請書の提出が必要です。受診前にご連絡ください。 

歯周疾患  歯周病など、口の  40、50、60、70歳の男女 1,000円  7月～9月 
  中のチェック                                    （市内指定歯科医院） 
 

7月～11月 
 

容器代 
410円 

 

～健康だと  思う今こそ  がん検診～ 
平成28年度がん検診などの申し込み受け付けを開始します 

　　保健予防課（　23-8111） 

＜申込方法＞ 

次の1～3のいずれかでお申し込みください。申込期限：2月29日（月） 
1 徳育保健センター、大東支所または大須賀支所へ来所 
2 電話または、市のホームページ「電子申請」から 
 ※右の二次元コードからも電子申請できます（通信料がかかります）。 
3 希望する検診名、住所、氏名、性別、生年月日、電話番号をハガキに記入して郵送 
 （〒436-0068 御所原9-28  保健予防課あて） 
 ※検診会場および検診日時は、申し込みをされた方に別途ご案内します。 

40歳以上の女性 
（2年に1回） 

 

少ない自己負担金で各種検診を受診できます。がんは早期の段階では自覚症状がないため、定期的な受診
が大切です。1年に1回、検診を受けましょう。 
対象　掛川市に住民登録があり、ほかで受診の機会のない方 
　　　※現在治療中の方、ご自身や配偶者の勤務先や学校、人間ドックなどで受診される方は対象から除きます。 
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※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711） 
 

宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域） 
（株）浅岡工業 （ 24-2611） 

（有）諸星配管 （ 22-2975） 

（株）トダックス （ 26-2161） 

（有）松井管工 （ 23-0581） 

（株）マツイ健設 （ 23-8691） 

協和水道（株） （ 26-1331） 

（株）巧栄水道 （ 24-7661） 

（株）掛川水道設備 （ 24-8055） 

（株）まつだ配管 （ 26-3261） 

（有）北端工務店 （ 74-2445） 

（有）三久配管 （ 72-5030） 

シンワ設備（株） （ 24-3322） 

（有）静管興業 （ 72-4705） 

（有）土屋設備 （ 48-2093） 

綱取管興 （ 48-2004） 

（有）林配管 （ 72-5515） 

（有）豊設備 （ 72-5630） 

（有）浅岡管興 （ 48-4221） 

2/ 6 （土） 

 7 （日） 

 11 （木・祝） 

 13 （土） 

 14 （日） 

 20 （土） 

 21 （日） 

 27 （土） 

 28 （日） 

2/ 6 （土） 

 7 （日） 

 11 （木・祝） 

 13 （土） 

 14 （日） 

 20 （土） 

 21 （日） 

 27 （土） 

 28 （日） 

きんじろうくん第74位! 応援ありがとう! 
 

ゆるキャラ グランプリ2015 
 
 
 

R

①袋井、菊川、磐田各市

のゆるキャラ も集合②会

場でも大人気のきんじろ

うくん③ファンのみなさ

んからいただいた応援メッ

セージと手作りのうちわ

④熊本県PRキャラクター・

くまモンと記念撮影 

R

浜
松
市
渚
園
に
 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
大
集
合
 

全
国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

が
集
ま

る
年
に
一
度
の
お
祭
り
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
1
5
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
過
去
最
高
の
1
7
2
7

体
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
約
3
か
月
間

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
投
票
の

ほ
か
、
渚
園
で
は
昨
年
11
月
21
日

（土）
か
ら
3
日
間
に
わ
た
り
現
地
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
き
ん
じ
ろ

う
く
ん
は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
と
記

念
撮
影
を
し
た
り
、
会
場
内
を
回

る
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
り
と
大

人
気
で
し
た
。
 

 
昨
年
の
順
位
か
ら
大
躍
進
 

気
に
な
る
結
果
は
得
票
数
9
万

1
7
6
9
票
で
第
74
位
。
市
民
や

市
内
の
企
業
・
団
体
の
み
な
さ
ん
、

掛
川
市
・
き
ん
じ
ろ
う
く
ん
フ
ァ

ン
の
温
か
い
応
援
の
お
か
げ
で
、

前
回
の
第
5
3
2
位
か
ら
大
躍
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
掛
川
市
の
P
R
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
き
ん
じ
ろ
う

く
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

R

R

R

1

3

4 2

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。 
 

2010熊本県くまモン C
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① 

熱い思いをたすきに込め 
第16回市町対抗駅伝大会 12/5

「第16回静岡県市町対抗駅伝競走大会」が静
岡市を舞台に開催され、県内35市町から出場
した39チームが県庁前から草薙陸上競技場ま
での42.195Km、11区間を力走しました。 
前回の順位を上回ることはできませんでし
たが、選手たちは掛川市の代表としての誇り
を胸に最後まであきらめずに力強く走り抜き、
市の部24位の成績を収めました。 

▲みんなの思いを背にゴール前のラストスパート 
 

倒壊家屋からの救出法学ぶ 
日坂モデル地区防災訓練 12/6

地域防災訓練が市内各地で行われ、市民ら
約37,000人が参加しました。モデル地区となっ
た日坂では住民約150人に加え、消防署、消
防団も参加。倒壊家屋からの救出訓練、トリアー
ジ訓練、可搬ポンプによる放水訓練などを実
施しました。御殿場板妻駐屯地からは自衛隊
が駆けつけ、炊事車でカレーを調理するなど
多機関連携による訓練が行われました。 

▲倒壊した家屋の屋根から進入してダミー人形を救助 

①掛川城ひかりのアート②ステンドグラスと夜③ひかりのオブジェ展 

城下に光の三重奏 
ひかりアートで街なか活性化 
 

12/6

② ③ 

今回で16回目を迎えた「掛川ひかりのオブジェ
展」の開催に合わせ、新たに開館したステン
ドグラス美術館でライトアップイベントが、
掛川城では「掛川城ひかりのアート」が行わ
れ、掛川駅北口から掛川城公園までの約700m
で幻想的な光の作品群が訪れた観光客や市民
らを楽しませました。 
掛川城を巨大アートオブジェに見立てた「ひ
かりのアート」は、映像アーティストの山内
啓司さん（磐田市在住）によるもので、光の
自然現象による不思議な幾何学模様を演出。

プロジェクターを使って、天守閣や太鼓櫓に

映像を映し出し、街行く人を魅了しました。 
オブジェ展を企画する「好きです!かけがわ
のまち実行委員会」の山本和子代表は、「美
術館や掛川城でイベントが同時開催されるこ
とになり、オブジェ展が広がりを見せたこと
はとてもうれしい。街なかの活性化にもつな
がる」と笑顔を見せました。 
オブジェ展は1月22日まで開催。掛川城ひ
かりのアートは1月9日、正月をテーマに映像
が映し出されます。 

やぐら 
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市協働推進事業で共催 
ペット同行避難訓練 12/6

地球温暖化対策推進に功績のあった団体を
表彰する「地球温暖化防止活動環境大臣表彰」
対策活動実践・普及部門を受賞したNPO法人
「WAKUWAKU西郷」の松浦昌巳理事長らが
12月3日、松井市長に喜びの報告をしました。 
同法人は2007年に発足。古紙回収活動の収
益で小学校に太陽光発電施設を設置したり、
環境学習講座を開催したりして、リサイクル
と省資源温暖化防止に取り組んできました。 
今年は全国から173件の応募があり、5部門
で36団体が受賞。同法人が受賞した部門では
17団体が受賞しました。 

▲病気やケガがないか獣医の問診を受ける 

上内田小に一輪車コース 
オール上内田で夢かなえる 12/9

上内田小学校
の校庭に一輪車
専用コース「に
こじロード」が
完成し、同校で
落成式が行われ
ました。 
県内でも珍し
いという一輪車
の専用コースは
全長30 0m。初
級・中級・上級
の3コースに分か
れていて、シー
ソーやジグザグ、
坂道などが整備
されています。 
同校では全児
童が一輪車を所有。30年ほど前から教育活動に
導入しています。昨年6月に児童から専用コー
スの要望が上がり、PTAや地元事業所などがこ
れに応え、「オール上内田」で整備しました。 

大臣表彰・感謝状   WAKUWAKU西郷　環境大臣表彰 
「地域や企業の協力に感謝」 

 

▲市長（左）に受賞を報告する松浦理事長（右）ら 
 

大塲選管委員長に 

総務大臣感謝状　 
 

「国民参政125周年・
普通選挙90周年・婦人
参政70周年における選
挙功労者表彰」におけ
る総務大臣感謝状が12
月2日、市長から市選
挙管理委員会の大塲浩
委員長に伝達されまし
た。大塲さんは、平成
15年7月に就任し、当
初から委員長を務め続
けています。 

横須賀小6年の佐々木
慶人さんが11月30日、
全日本交通安全協会な
どが募集した平成28年
の交通安全年間スロー
ガンこども部門で内閣
府特命担当大臣賞を受
賞し、山田教育長に笑
顔で報告しました。 

交通安全スローガン 
気をつけよう 知らない道 
より 慣れた道 

特命担当大臣賞 

 

▲テープカット後、さっそく完成した 
　コースを楽しむ児童 
 

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。 
 

掛川工業高校で南郷地区まちづくり協議会

とNPO法人「人とペットの暮らしを育む会ナー
ムハート」（白木由高理事長）が、ペット同
行避難訓練を実施しました。飼い主の責務や
災害時に助け合う意識の向上を目的に、地域
住民と43匹のペットが参加。獣医の問診後、ペッ
トをゲージ（かご）に入れる、指定の場所に
つなぐなど避難方法を確認しました。 

はぐく 



26平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」を 
作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。 

KAKEGAWA  WAY 検索 

松浦成夫さん（中宿・左） 
NPO法人時ノ寿の森クラブ理事長。2006年
に仲間と組織を立ち上げ、2010年に法人化。
さらに、認定NPOを目指して森林・里山の
保全に尽力。平成24年からは「いのちを守
る希望の森づくりプロジェクト」を市と協働。
源流の間伐は300haを超え、植林は海岸まで
9万本以上に及ぶ。平成27年度全国育樹活動
コンクールで林野庁長官賞を受賞。 

生
ま
れ
育
っ
た
倉
真
地
区
大
沢
集
落
が
昭
和
50
年
廃
村

に
な
り
、
再
び
訪
れ
た
と
き
、
森
は
う
っ
そ
う
と
し
、

木
の
根
は
浅
く
、
山
の
保
水
力
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

荒
廃
し
た
森
を
見
て
、
ふ
る
さ
と
を
失
っ
た
寂
し
さ
と

と
も
に
、
災
害
へ
の
危
機
感
を
募
ら
せ
た
こ
と
が
森
林

保
全
を
始
め
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
 

や
ら
ず
に
後
悔
は
し
た
く
な
い
。
最
初
は
大
沢
集
落

の
生
業
だ
っ
た
炭
焼
き
を
復
活
し
ま
し
た
が
、
森
の
荒

廃
ス
ピ
ー
ド
は
早
く
、
個
人
活
動
に
限
界
を
感
じ
て
有

志
19
人
と
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
「
時
ノ
寿
」

は
、
集
落
周
辺
の
字
名
。
山
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
造
り
、

間
伐
や
植
林
、
自
然
に
ふ
れ
る
体
験
会
な
ど
を
通
じ
て
、

森
林
保
全
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
活
動
は
、
災
害
に
強
く
、
安
心
安
全
な
水
と
住

環
境
を
生
み
出
す
公
益
性
の
高
い
仕
事
。
ま
さ
に
百
年

の
計
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
大
の
課
題
は

守
る
べ
き
森
林
や
里
山
が
小
区
画
で
分
散
す
る
個
人
財

産
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
を
い
か
に
し
て
守
る
か
、
こ
の

仕
組
み
づ
く
り
に
は
認
定
N
P
O
の
社
会
力
と
市
民
力
、

行
政
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
未
来
の
国
土
・
地
域
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
、
ト
ラ
ス
ト
（
信
託
）
方
式
な
ど
で
個
人
財
産
の
森

を
守
る
時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。
 

森
林
保
全
は
永
遠
の
社
会
課
題
。
結
果
が
す
ぐ
に
見

え
な
い
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
森
林
や
里
山
を
守
り
続

け
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
昨
年
4
月
に
大
石
淳
平
く

ん
（
沖
之
須
・
写
真
右
）
が
事
務
局
職
員
に
な
り
ま
し

た
。
次
代
を
担
う
若
者
が
加
わ
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し

い
こ
と
。
「
森
林
保
全
の
バ
ト
ン
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

使
命
感
で
一
杯
。
自
然
と
い
う
宝
物
を
、
多
く
の
人
に

気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
も
自
分
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
彼
に
、
み
ん
な
が
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

時
ノ
寿
の
森
を
は
じ
め
源
流
部
の
森
づ
く
り
は
、
大

石
く
ん
の
住
む
南
部
の
海
を
守
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

森
、
里
、
川
、
海
を
つ
な
ぎ
、
社
会
が
一
体
と
な
っ
て

里
山
保
全
が
で
き
る
事
業
も
始
め
て
み
た
い
で
す
ね
。
 

森
林
や
里
山
の
保
全
は
百
年
の
計
。

森
林
や
里
山
の
保
全
は
百
年
の
計
。
 

結
果
が
す
ぐ
に
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、

結
果
が
す
ぐ
に
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
 

こ
の
公
益
性
の
高
い
事
業
の
継
続
が
必
要
。

こ
の
公
益
性
の
高
い
事
業
の
継
続
が
必
要
。
 

み
ん
な
で
守
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
守
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
 

  森
林
や
里
山
の
保
全
は
百
年
の
計
。
 

結
果
が
す
ぐ
に
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
 

こ
の
公
益
性
の
高
い
事
業
の
継
続
が
必
要
。
 

み
ん
な
で
守
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
 

  

とき の す 

と
き
 
の
 

す
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レポーターの 
記事は 

随時掲載中！ 
 

二次元コード 
 

スマホでも 
見ることが 
できます。 
 
 

住民基本台帳人口 117,576人 （＋27） 58,744人（＋20） 58,832人（＋  7） 42,774（＋46） 

 日本人 114,108人 （＋22） 57,145人（＋  7） 56,963人（＋15） 41,089（＋44） 
 外国人 3,468人 （＋  5）   1,599人（＋13）   1,869人（－  8）   1,685（＋  2） 

人数世帯数（前月からの増減） 男 
 

女 世帯数 
 

二次元コード 
携帯電話webサイト 
「モバイル掛川」 

1
・
2
月 

 

ごみの休日受け入れ 
　環境資源ギャラリー（　23-2273） 
と　き 1/9（土）・24（日）、2/13（土）・28（日） 
 　9：00～11：30

精神保健福祉総合相談 
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263） 
と　き　1/26（火）、2/23（火）13：00～（事前予約制） 
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城） 
 

献血　　福祉課（　21-1140） 
と　き　1/19（火）、2/16（火）9：30～13：20 
ところ 市役所北側駐車場 
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。 
  

▲目をつぶり車いすで段差を越える介護士体験 

市ホームページの検索 
掛川  市民広報レポーター 

検索 

「市民広報レポー
ター」の記事（写真・
映像）を市ホーム
ページで紹介して
います。 
ここを覗けば市内
の「今」が見えてく
るかもしれませんよ。 

のぞ 

■市の人口（12月1日現在） 

冬
の
海

冬
の
海
 

 冬
の
海
 

 

未
来
の
自
分
を
体
験
し
よ
う
！
 

奥
州
O
n
e
L
o
v
e
タ
ウ
ン
2
0
1
5

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
広
報
か
け
が
わ

を
は
じ
め
、
市
H
P
「
広
報
プ
ラ
ス

O
n
e
」
、ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
i
広
報

紙
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

昨
年
の
流
行
語
大
賞
は
ト
リ
プ
ル

ス
リ
ー
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
本
年
は
「
市

民
と
情
報
を
共
有
で
き
る
広
報
紙
」
「
市

民
の
顔
が
み
え
る
広
報
紙
」
「
毎
月

楽
し
み
な
広
報
紙
」
の
3
部
門
で
の

満
足
度
向
上
を
目
指
し
、
市
民
目
線

で
現
場
を
駆
け
回
り
ま
す
。
広
報
担

当
を
見
か
け
た
ら
、
応
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 
 
 
（
湯
） 

 

 

掛
川
市
の
南
部
を
東
西
に
横
切
る
国
道
1
5
0
号
を
大
東
方

面
に
走
行
中
、
菊
川
の
河
口
付
近
に
多
数
の
車
が
停
車
し
て
い

る
の
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
 

気
に
な
り
行
っ
て
み
る
と
、
大
勢
の
若
者
サ
ー
フ
ァ
ー
が
思

い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
た
ほ
か
、
カ
イ
ト
（
凧
）
を
使
い
水
上

を
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
滑
走
し
た
り
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
寒
い
中
で
も
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
若
さ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
 

車
の
ほ
と
ん
ど
が
県
外
ナ
ン
バ
ー
で
し
た
。
 

 

 

 

 
奥
州

O
n
e

L
o
v
e

タ
ウ
ン

2
0
 

1
5
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
11
月
14
日
、

江
刺
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

国
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
仕
事
を
し

て
も
ら
う
給
料
で
買
い
物
や
サ
ー
ビ
ス
を

楽
し
め
る
子
ど
も
だ
け
の
国
で
、
社
会
体

験
を
通
じ
て
時
代
背
景
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

歯
科
医
ブ
ー
ス
で
研
磨
や
吸
引
な
ど
の

専
門
技
術
を
体
験
し
た
常
盤
小
学
校
4
年

の
今
野
梨
子
さ
ん
と
佐
々
木
美
羽
さ
ん
は

「
歯
医
者
さ
ん
の
機
械
を
使
っ
て
み
た
か
っ

た
。
楽
し
く
学
べ
て
、
先
生
の
好
感
度
も

20
％
ア
ッ
プ
」
と
普
段
味
わ
う
こ
と
が
で

き
な
い
体
験
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
 

 

り
 

と
き

わ
 

み
 

う
 

こ
 

取
材
　
11
月
28
日
　
戸
塚
順
一
（
石
津
）
 

 

広報かけがわH28.1

▲カイトで風を受け、海上をボートに 
　乗って滑走する若者たち(大東区域 
　菊川河口付近にて) 
 
 

 

（お詫びと訂正） 
●広報かけがわ12月号の掲載内容に誤りがありました。訂正してお詫びします。 
　①18ページ「年末年始の業務」ならここの里（温泉館）：正しくは、1月5日（火）は休業。 
　②19ページ「心配ごと相談」大須賀支所の開催日：正しくは、1/22、2/26、3/25（金）。 
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※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
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